
いわて未来づくり機構だより 
平成２７年度 

第 １ 号 
発行日 平成２７年７月１６日 

会員の皆様には、益々御清栄のこととお喜び申し上げます。 

「いわて未来づくり機構」は、皆様の御支援、御協力を賜り、設立より８年目を迎えることができました。本号では、去る７月

９日に開催しました平成２７年度総会及び第１回ラウンドテーブルを中心にご報告いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年７月９日（木）の１５時から、盛岡市のエスポワールいわてにおいて、機構会員ほか約８０名の出

席のもと、平成２７年度総会を開催しました。総会では、平成２６年度実績報告及び平成２７年度活動計画につ

いて承認されました。 

また、総会第２部では、岩手県立大学 鈴木厚人学長に「ＩＬＣと地方創生」と題して講演いただきました。 

平成２７年度 総会 事

業

報

告 

なお、総会及びラウンドテーブルの概要及び資料は、機構のホームページから御覧ください。 

平成２７年度 第１回ラウンドテーブル 

総会終了後、同会場において、平成２７年度第１回ラウンドテーブルを開催しました。 

【協議事項】ラウンドテーブルメンバーの変更について 

岩手県立大学の鈴木厚人学長がラウンドテーブルメンバーに就任されることになりました。 

【ディスカッション】 テーマ「地方創生」 

       県では、人口減少問題に立ち向かい、そして地域の活性化を推進するため、まち･ひと･しごと創生法 

に基づき、県版まち･ひと･しごと創生総合戦略である「岩手県ふるさと振興総合戦略(仮称)」(骨子案) 

と、その総合戦略の策定の前提となる、人口の現状と将来の姿を示した「岩手県人口ビジョン(仮称)」 

(素案)を取りまとめています。 

 今回のディスカッションでは、このビジョン素

案や総合戦略骨子案の内容を踏まえ、ふるさと振

興のあり方や産学官それぞれの主体の立場からの

関わり方などについて議論が展開されました。 

県民一人ひとりが自ら自覚することの重要性を

はじめ、雇用の質の向上や起業支援、大学と企業

との連携による人材育成や人材の地元定着など、

幅広い意見交換がなされました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016希望郷いわて国体・大会の成功に向けてご協力をお願いします！ 

機構では、上記活動計画の中で、「2016希望郷いわて国体・大会」を応援することとしています。 

両大会の成功に向けて、現在、当該大会の運営経費に活用させていただくための募金のご協力を広く呼び掛けていま

す。また、企業・団体の皆様には協賛金や物品の提供等の支援に係る企業協賛へのご協力も同時にお願いしています。 

募金及び企業協賛にご協力いただける場合は、以下のホームページからご確認いただくとともに、関係する機関や団

体等への当該取組の周知につきましても併せてよろしくお願いします。 

◎募金はこちらから。 http://www.iwate2016.jp/bokin 

◎企業協賛はこちら。 http://www.iwate2016.jp/kyosan 

いわて未来づくり機構事務局からのお知らせ 

会員各機関の代表者、担当者、メールアドレス等に変更がある場合は、事務局までお知らせください。 

〒020-8570 盛岡市内丸 10-1 岩手県政策地域部政策推進室（担当：小國、田沼） 
電 話：019-629-5215（FAX019-629-5254）  E-mail：AA0001 @pref.iwate.jp   
ホームページ http://iwatemirai.com/ 

平成２７年度活動計画 

 Ⅰ 活動方針 

１ 本機構の第２フェーズ（東日本大震災発災以降）として、県民運動と部会活動等に取り組み、 

   成果をあげることで、復興とその先にある希望郷いわての実現を図る。 

２ 本機構の活動内容の周知を図るため、引き続き、積極的な情報発信を行う。 

Ⅱ 活動計画 

１ 県民運動の推進 

県民運動 主な取組 

2016希望郷いわて国体・大会の開催に係る協力 ・各種媒体を活用した周知・ＰＲ 

・花いっぱい運動やクリーンアップ運動などへの参加 

・ボランティア参加者の掘り起し 

ＩＬＣ実現に向けた取組 ・ＩＬＣの理解増進 

・加速器をはじめとした関連産業の産業化、参入の検討 

・関係各所に対する日本誘致に係る働きかけ 

台湾との定期便の就航 ・総会や印刷物等での周知・ＰＲ 

・積極的な利用（勧奨） 

｢平泉世界遺産の日｣（6/29）に関する取組 ・平泉に関するイベントや講座等の開催・参加 

２ 作業部会の活動（全６部会） 

部会名【担当機関】 平成27年度の主な活動計画・目標等 

産業復興作業部会 

【岩手大学】 

沿岸企業・産業の復興支援 

・コーディネータ活動に関する調査・分析 

・コーディネータのあり方に関する提言の取りまとめ 

医療福祉連携作業部会 

【岩手県立大学】 

地域包括ケアに資する見守り体制づくり 

・外部資金を獲得しモデル体制の実証実験 

・普及活動とネットワーク形成 

かけ橋作業部会 

【岩手県】 

復興支援プロジェクト「いわて三陸復興のかけ橋」の推進 

・復興支援マッチングの推進 

・復興関連情報の発信、復興支援ネットワークの強化 

東北未来創造イニシアティブ作業

部会【岩手銀行】 

人材育成（地域リーダーの養成） 

・第３期未来創造塾の開講 

・第１期及び第２期未来創造塾生に対する継続支援 

復興教育作業部会 

【岩手大学】 

「いわての復興教育」プログラムの推進支援 

・復興教育の講師を派遣する「いわての師匠」派遣事業の推進 

いわて復興未来塾作業部会 

【岩手県】 

「いわて復興未来塾」の開催 

・復興の担い手となる人づくりの観点から、いわて復興未来塾を開催 

 

 


